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本研究はまず基本となる日本語の本動詞の「来る、行く」について、意味と使用条件に

分けて考察した。「来る、行く」の意味を以下のようにまとめた。「来る」―到達点から見

て、移動主体がそこへ近づくことを表す。「行く」―到達点ではないところから見て、あ

る地点からある地点への移動を表す。ここで、「到達点でないところから見る」と言ってい

るものには、出発点から見る場合と、中立の場合の二つがある。  
 そして、「来る、行く」の使用条件について、次のⅰ）、ⅱ）の二つに規定してみた。  

ⅰ）出発点・到達点・移動主体と話し手との物理的な位置関係に起因する使用条件：行

為主体が話し手以外の場合：Ａ１：（発話時または主体の移動時に）話し手が到達点にい

る場合は、到達点側からの見方しかできない。つまり、「来る」を使い、「行く」は使えな

い。Ｂ１：（発話時または主体の移動時に）話し手が到達点以外にいる場合（つまり、Ａ

１以外の場合）で、しかも、（発話時または主体の移動時に）話し手が出発点にいる場合に

は、出発点側からの見方しかできない。つまり、「行く」を使い、「来る」は使えない。行

為主体が話し手である場合：Ａ２：発話時に話し手が到達点にいる場合は、到達点側から

の見方しかできない。つまり、「来る」を使い、「行く」は使えない。Ｂ２：話し手が到達

点にいない場合（Ａ２以外の場合）は、出発点側からの見方しかできない。つまり、「行く」

を使い、「来る」は使えない。 ⅱ）出発点・到達点・移動主体と話し手との心理的な遠

近関係に起因する使用条件：Ｃ：（発話時または移動時に）話し手が到達点にも出発点に

もいない場合（つまり、Ａ１、２でもＢ１、２でもない場合）には、中立の見方をするこ

ともできるし、出発点・到達点・移動主体のうち、話し手と心理的に近いと考えられる側

からの見方をすることもできる。心理的に近いと感じる要素は次のようなものがある。話

し手にとって帰属意識が強い場所、発話時に話題になっている場所、または、これから、

話題の中心にしようとする場所、話し手にとって身内であると考えられる人等々。※ⅰ）

の条件が関係する場合は、常にⅱ）の条件よりⅰ）の条件を優先する。 

つまり、本動詞の「来る、行く」は意味だけを考えると、比較的に単純なものであるが、

さまざまな使用場面で「来る、行く」の選択が行われるとき、上述の使用条件に制約され、

その用法が複雑なものになったと思う。 

 日本語の本動詞の「来る、行く」の基本用法を解明した上、「ホームベース」という概念

を導入し、中国語の「来、去」と対照研究し、日本語の補助動詞の「～てくる、～ていく」

と中国語の「～来、～去」と対照しながら、「～てくる、～ていく」を九の型に分類して検

討した。日本語の四つの特徴を見出した：一、日本語は話し手のホームベースがその現在

位置する場によって強く規定される。二、日本語はかなり話し手のホームベースを重要視

する。三、日本語は主に話し手のホームベースで物事をとらえやすい。四、日本語は主体、

とくに話し手の状況を、文の中に強く反映させやすい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


